令和２年度　第５回 静言研運営委員会

　令和２年３月25日
１３：００～１６：００
　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡市特別支援教育センター
　司会：杉山　　記録：青木

	１　会長より

	　静岡県ことばと心を育む会の会長で、長年静言研の活動にもご尽力いただいた吉岡正さんが、今年度末でご勇退されることとなりました。定例研の折には、親の会で作成したガイドブックを持ってきてくださいました。幼児教室のための教材費や、指導者のための研修会費用など、補助金をいただいてきました。いつも
「先生たちのために」「子どものために」「親の会と一緒に」とおっしゃって相談にのってくださいました。静言研は吉岡さんに陰でも日向でも支えていただきました。厚くお礼申し上げます。

	

	２  県事務局より

	（１）R２事業報告　R３事業計画案について

	（２）R３組織について

	（３）評議員会について（清水直子先生）

	○「今後の静言研のあり方」について、各地区事務局が評議員からの意見をまとめてくれます。それを報告してください。
○来年度の評議員会の予定をお知らせください。

	（４）R４東海四県静岡大会について（松田光央先生）

	○大会趣旨、日程、組織についてお知らせください。

	（５）年度初め基本調査について

	（６）運営委員会の開催回数、日時、もち方について

	（７）教室の新設と増設について

	

	３　各地区事務局より

	以下のことをまとめ、県事務局にデータを送ってください。
○第３回紙上発表の意見と感想
○組織表に入る先生の氏名と所属
○今年度の事業報告、来年度の事業計画（必携参照）
○「今後の静言研のあり方」について評議員からの意見
○新設・増設・移転情報

	

	（1） 東部地区（佐藤久美子先生）

	

	（２）中部地区（宇治原裕先生）

	1 静岡市（西村友美先生）

	2 志太・榛原（宇治原裕先生）

	3 小笠・掛川（榛葉美哉子先生）

	

	（3） 西部地区（森下恵理子先生）

	

	

	４　各運営部より

	（1） 研究部（杉本真理子先生）

	○来年度の第一回定例研について進捗状況（榛葉美哉子先生）
○来年度の会報計画
○レッツビギンの配付
第一回定例研で配布する予定です。年度初めに各地区事務局（新）にお知らせする予定です。
○定例研分科会の役割分担

	

	（2） 広報部（大村亮輔先生）

	○R３会員登録について

	

	（3） 会計部（新井忍先生）（大石和枝先生）

	○R２監査報告
○R２会計報告について（補助金関係）
○R３予算案について（補助金関係、定例研・事務局会計）
○来年度の会費について
○会計の手引きについて
○教材費の運用についての確認事項
○提出書類記入時の注意（会員必携に載る名称ですべて統一。）

	

	（4） 調査対策部（澤野育子先生）

	○今年度実施した状況調査（アンケート）の扱い
○R３調査対策部会計画

	

	

	５  諸連絡

	

	

	６　　次回運営委員会について

	○日時　　
令和３年５月21日(木)　※第一回定例研開催日の午前中です。
○会場　　
掛川生涯学習センター
○内容
事業計画の確認　東海四県静岡大会について
○参加者　 
会長　県事務局　副事務局　各地区事務局　各運営部長　
東海四県事務局
○年間予定
①５月（第一回定例研）　②８月上旬　③11月（第二回定例研）　　　④12月下旬　⑤１月（第三回定例研）　⑥３月下旬
　※②と④は要検討。

	

	

	７　　旧から新への引継ぎ　（１５：００～１６：００）

	

	




【今年度・来年度の運営委員の先生方へのお願い】

いつも大変お世話になっております。
指導のまとめ、新年度の準備、各校での行事など、先生方お忙しいと思います。

さて、3月25日（木）の運営委員会についていくつかお知らせします。
1 新旧の運営委員に集まっていただきます。3月18日（木）の17：00までに、出欠、交通費をお知らせください。
欠席される先生は、運営委員会でどなたに提案を託すか、話された内容を後日どなたから聞くか、事前に打ち合わせしておいてください。
2 会合通知がすでにホームページにアップされています。必要に応じてお使いください。
3 資料について
レジメに従って会を進めていきます。青字のところ中心にやっていきますので、ご準備よろしくお願いいたします。
まとめた資料は3月18日（木）の17：00までに県事務局にデータで送ってください。
届いたものについては県事務局の方でまとめてホームページにアップします。
期日を過ぎた場合は、人数分印刷していただき、当日配布してください。
ホームページにアップされたものは、当日の委員会の資料になります。各自ダウンロードしてご持参ください。

　よろしくお願いいたします。
